
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像表示を伴う情報再生装置であって、
情報記憶媒体が装着されここから読み出すことで又は外部から与えられることで、画像情
報を伴うコンテンツ情報を取得する取得手段と、
前記取 手段が取得したコンテンツ情報に復号処理を施すことで再生し、再生信号を出力
する再生手段と、
前記再生手段が再生している前記コンテンツ情報に応じた所定情報及びユーザの操作情報
の内の少なくとも一方を表示する表示手段と、

情報再生装置の本体に設けられ、前記取得手段が取得した前記画像情報を表示させるため
の画像スイッチ手段と、
前記画像スイッチ手段が操作されたことを検出して、

に応じた画像を前記表示手段に表示するべく制御する制
御手段と、
を具備することを特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
前記画像スイッチ手段は、前記取得手段が取得した前記画像情報を表示させるためだけに
設けられたものであり、
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前記取得手段が取得した画像情報を予め伸張しておく伸張手段と、
前記伸張手段により伸張された前記画像情報を記憶領域に記憶する記憶手段と、

前記記憶手段に記憶された前記伸張
された画像情報を読み出してこれ



前記制御手段は、前記画像スイッチ手段が一度押下されたことを検出するだけで、前記画
像情報に応じた画像を前記表示手段に表示するべく制御することを特徴とする請求項１記
載の情報再生装置。
【請求項３】
前記制御手段は、前記再生手段が前記コンテンツ情報を再生している間は、前記表示手段
に前記コンテンツ情報に応じた所定情報及びユーザの操作情報の内の少なくとも一方を表
示しており、前記画像スイッチ手段が操作されたことを検出すると、前記画像情報に応じ
た画像へ切り換えて表示するべく制御することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置
。
【請求項４】
情報再生装置の本体に設けられる第２の画像スイッチ手段を更に有しており、
前記制御手段は、前記第２の画像スイッチ手段が操作されたことを検出して、前記

画像情報が複数である時に、これらの複数の画像情報に応じた画像を、順
次、前記表示手段に表示するべく制御することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置
。
【請求項５】
前記画像スイッチ手段は、前記表示手段の表面に設けられたパネルスイッチであり、
前記制御手段は、前記パネルスイッチにユーザが手を触れたことを検出することで、前記
画像情報に応じた画像を前記表示手段に表示するべく制御することを特徴とする請求項１
記載の情報再生装置。
【請求項６】
前記制御手段に操作信号を与えるリモコン装置であり、前記取得手段が取得した前記画像
情報を表示させるための第２の画像スイッチ手段を前記リモコン装置に更に有し、
前記制御手段は、前記第２の画像スイッチ手段が操作されたことを検出することで、前記

に応じた画像を前記表示
手段に表示するべく制御することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置。
【請求項７】
画像表示を伴う情報再生方法であって、
情報再生装置に装着された情報記憶媒体から読み出すことで又は外部から与えられること
で、画像情報を伴うコンテンツ情報を取得する取得工程と、
前記取 工程にて取得したコンテンツ情報に復号処理を施すことで再生し、再生信号を出
力する再生工程と、

情報再生装置の本体に設けられ、前記取得工程にて取得した前記画像情報を表示させるた
めの画像スイッチが操作されたことを検出して、

表示するべく制御する制御工程と
、
を具備することを特徴とする情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、情報再生装置に関し、特に音声関連情報を再生し同時に対応する画像情報を
表示部に表示する情報再生装置及び情報再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
最近、デジタル技術の進歩に伴い、音楽再生装置も音声情報をデジタル情報として扱う携
帯型のデジタルオーディオ再生装置が開発され普及している。
【０００３】
このようなデジタルオーディオ再生装置の引用文献として、特開２００１－１５５４６６
号公報がある。この引用文献では、曲の再生の進行に対応して、ジャケット画像や歌詞テ
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キスト等が自動的に切り換えられて表示されるデジタルオーディオ再生装置の技術が開示
されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、この従来のデジタルオーディオ再生装置では、画像や歌詞テキストはユー
ザの意思に関係なく表示部に表示されるのであり、ユーザが、例えば曲のジャケット画像
を見たいという意思を直ぐに反映する操作スイッチは用意されていない。つまり、曲のジ
ャケット画像を見るために液晶ディスプレイにこれを表示させるには、曲の進行に合わせ
てジャケット画像が自動的に表示されるまでユーザが待機するか、又は、ボタン操作によ
りメニュー画面を呼び出し、ディレクトリ構造に従って画面表示の操作画面を探して、こ
の画面でジャケット画面を呼び出すことで、初めて任意のタイミングでジャケット画像等
の特定の画像を表示させなければならず、非常に操作が煩雑であるという問題がある。
【０００５】
本発明は、情報再生装置の本体に画像表示用のスイッチを設けることで、容易に所望の画
像を瞬時に表示させることができる情報再生装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、画像表示を伴う情報再生装置であって、情報記憶媒体が装着されここから読み
出すことで又は外部から与えられることで、画像情報を伴うコンテンツ情報を取得する取
得手段と、前記取 手段が取得したコンテンツ情報に復号処理を施すことで再生し、再生
信号を出力する再生手段と、前記再生手段が再生している前記コンテンツ情報に応じた所
定情報及びユーザの操作情報の内の少なくとも一方を表示する表示手段と、

情報再生装置の本体に設けられ、前記取得手
段が取得した前記画像情報を表示させるための画像スイッチ手段と、前記画像スイッチ手
段が操作されたことを検出して、

に応じた画像を前記表示手段に表示するべく制御する制御手段とを具備する
ことを特徴とする情報再生装置である。
【０００７】
本発明は上述したように、例えば音楽ソースのジャケット画像等の、ユーザが頻繁に表示
させたい特定の画像を、専用のスイッチを押下するだけで迅速かつ容易に表示させること
を可能とした情報再生装置である。従って、従来装置のように、メニュー画面を呼び出し
、メニューのディレクトリ構造に従って画像表示の操作画面を表示させて画像を特定し、
初めて所望の画像を表示させる等の煩雑な操作を必要とせず、非常に操作性の優れた画像
表示が可能な情報再生装置を提供するものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明に係る情報再生装置の詳細な説明を行う。
【０００９】
図１は本発明に係る情報再生装置の一実施形態の構成を示すブロック図、図２はその外観
を示す外観図、図３は、本発明に係る情報再生装置が表示する表示画面の例を示した図、
図４は、本発明に係る画像表示処理を説明するフローチャートである。
【００１０】
なお、本発明の情報再生装置を説明するにあたり、一例として、デジタルオーディオ情報
を扱う音楽再生装置の例を用いて行うが、本発明はこれに限るものではなく、広くコンテ
ンツ情報一般を扱う情報再生装置であって、これに特定の画像情報を表示させる機能をも
つものであれば、同等の趣旨で同等の作用効果を発揮するものである。
【００１１】
＜情報再生装置の構造＞
情報再生装置Ａは、図１において、本発明の特徴である画像スイッチ２２を伴う入力部１
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を有しており、図２に示すように操作スイッチ２６や押ボタン２７のようにユーザがこの
情報再生装置を操作するためのキー操作ができる入力素子であり、更に画像スイッチ２２
の左右には、一例として、複数画像等を順次表示するためのページスイッチ２４，２５が
並んでいる。更に情報再生装置Ａは、この情報再生装置の各部を制御し、更に与えられる
音声関連情報等のコンテンツ情報を復号化する働きを有する制御部２を有している。又、
制御部２には、内部メモリ１０を有しており、一例として、処理速度の速いＳＲＡＭ（Ｓ
ｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）が使用されており、後述する
ように、画像情報等を迅速に表示部９に表示することができる。
【００１２】
更に情報再生装置Ａは、復号化されたデジタル信号である再生信号を受けてアナログ信号
に変換するＤ／Ａコンバータ（Ｄｉｇｉｔａｌ／Ａｎａｌｏｇｕｅ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ
）３が制御部２に接続されて設けられ、この出力がスピーカー３や図示しない出力端子に
供給されている。又、デジタル信号の再生信号を出力端子から出力することも可能である
。更に、一例としてＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等が用いられるメモリ５が制御部２に接続されて設け
られており、このメモリ５は、この情報再生装置を動作させるプログラムが格納され実行
されたり、プログラムの作業用のメモリとして使用される。
【００１３】
更にデータバスを介してＦＲＯＭ（Ｆｌａｓｈ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）６
が設けられ、ここには、一例として、この情報再生装置を動作させるためのプログラムが
格納されている。又は、ユーザの設定値等のパラメータ値が記録されている。更にデータ
バスに接続されてＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）カードスロット７が設け
られ、これは通常のＰＣカードタイプのＡＴＡ（ＡＴ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）カードＣ
等が装着され、格納されている音声情報や画像情報等のコンテンツ情報を読み出すもので
ある。
【００１４】
更にデータバスに接続されてハードディスク（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ）等の記録装置８が設
けられ、ここでは、一例としてこの情報再生装置で再生される音声関連情報が記録されて
いる。ＰＣカードスロット７に接続されているＡＴＡカードＣ又は記録部８に記録されて
いる音声関連情報は、ＰＣＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）フォーマ
ットやＷＭＡやＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ
）３のような圧縮された情報である。
【００１５】
更にデータバスに接続されて液晶ディスプレイのような表示部９が設けられ、後述するよ
うに、ユーザへ現システムの状態等を表示する。
【００１６】
＜情報再生装置の動作と特徴＞
次にこの情報再生装置において、音楽などの音声関連情報が再生される手順を以下に図４
のフローチャートを用いて詳細に説明する。
【００１７】
（音声等の再生）
電源が入っていない状態で、ユーザが入力部１の電源スイッチ２７等を押下することによ
り、ＦＲＯＭ６に格納されているプログラムがメモリ５に転送されプログラムが実行され
る。システムが起動して表示部９には現在の状態が表示される。
【００１８】
ユーザは、入力部１の操作スイッチ２６等の操作キーを用いて、再生したい音楽情報を表
示部９を見ながら選択を行う。この時、記録装置８又はＰＣカードスロット７に接続され
ているＡＴＡカードＣ等の記録デバイス内に格納された音楽情報のリスト化を行い、表示
部９に表示する。上述したこれらの処理は、制御部２の制御により行われる。
【００１９】
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ユーザによって音楽情報が選択されると、制御部２はＰＣカードスロット７に接続されて
いるＡＴＡカードＣ又は記録装置８から選択された音楽情報をメモリ５に転送し、音声関
連情報が圧縮されている場合は制御部２とメモリ５を用いて伸張処理が施され、その結果
がＤ／Ａコンバータ３に転送される。
【００２０】
Ｄ／Ａコンバータ３では制御部２から転送されてきたデジタル信号をアナログ情報に変換
を行うことで、スピーカー４から音が再生される。この時に、表示部９では、図３の（ａ
）に示すように、音声関連情報に対応する、例えば、曲タイトルやアーティスト名、作詞
者、作曲者、又は、再生時間の経過や音量表示等の表示を行う。
【００２１】
（画像表示）
一方、表示部９への画像表示について説明する。上述した手順で、ユーザの音楽データの
再生指示があれば（Ｓ１１）、音楽関連情報に応じた画像情報をＰＣカードＣからメモリ
５へ蓄積する（Ｓ１２）。そして、音声関連情報である音楽情報等が再生されている間、
基本画面として、上述したように、図３の（ａ）であげた、曲タイトルやアーティスト名
、作詞者、作曲者、又は、再生時間の経過や音量表示等の表示が行われる（Ｓ１３）。
【００２２】
ここで、ユーザが音楽再生中にその音楽情報のジャケット画像又は画像情報としてもって
いる歌詞カード、又は、歌手の写真画像等の画像を見たくなったときは以下の手順で画像
を見ることができる。
【００２３】
一般的な手法としては、操作スイッチ２６等を操作して、システム内のメニュー画面を呼
び出し（Ｓ１４）、ディレクトリ構造に従って画面表示の操作画面を探してこの画面でジ
ャケット画面を表示させる操作を行う（Ｓ１５）。これにより、任意のタイミングでジャ
ケット画像等の特定の画像を表示させることができるが、この操作は非常に煩雑であると
言える。
【００２４】
ここで、図２に示す画像スイッチ２２を押下することで、制御部２は、この操作があった
ことを検出すると（Ｓ１６）、図３の（ｂ）、（ｃ）のように複数の画像がある場合は、
更にページスイッチ２４，２５がどの画像を指定しているかを制御部２により判断する（
Ｓ１７）。画像情報はＰＣカードスロット７に装着されているＡＴＡカードＣ又は記録装
置８に記録されているので、ここから、指定されている画像情報を制御部２に転送する。
そして、圧縮されている画像情報の場合は、伸張処理を行い、制御部２の制御により表示
部９に表示する（Ｓ１８）。
【００２５】
ここで、画像表示は、ユーザからの画像表示の指示により、ＡＴＡカードＣから画像情報
を読み出す方法と、音声関連情報と共に事前に読み出しておき、メモリ５に転送し一時保
存しておく方法とがあり、後者の方が一層円滑な操作性を可能にするものである。すなわ
ち、ユーザが画像情報を見たいと思ったときに、メニュー操作又は画像スイッチ２２の押
下により、メモリ５に一時保存されている画像情報を表示部９に転送して素早く画像情報
に応じた画像を表示することができる。
【００２６】
最初の基本画面（図３の（ａ））に戻したい時は、再び、画像スイッチ２２を押下された
ことを検出するか、基本画面を表示させるスイッチを用意してこれが押下されたことを検
出する方法により制御部２が判断し、メモリ５に用意してある通常表示用データを表示部
９に転送することで切り替えることができる。
【００２７】
ここで画像スイッチ２２は、ジャケット等の特定画像を呼び出すためだけに設けることが
ふさわしく、一度、押下したことで、直ちに特定画像を表示させるように動作プログラム
で設定することが可能である。更に、画像スイッチ２２に、どの画像を対応させるかは、
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メニュー画面等で設定することが可能である。
【００２８】
しかし、画像スイッチ２２に、特定画像だけを対応させるのではなく、例えばモードを変
えることで、他の機能をもたせることも本発明の変形例として好適である。又、必ずしも
、一度押下したことで表示させるとしなくとも、他の操作方法で、メニュー画面よりも容
易に特定画像を呼び出すスイッチとして機能することも、本発明の変形例として好適であ
る。
【００２９】
又、上述したページスイッチ２４，２５は、特定画像が５枚、１０枚と多くなった時、特
に有効なものであり、これを操作することで、希望の画像を連続的に選択することができ
る。操作部２は、ページスイッチ２４，２５が特定したページ数に対応した複数の特定画
像の内の一つを選択して、これを表示部９に転送するべく制御することにより、ユーザは
自在に複数の画像の内の希望の画像を表示させることができる。
【００３０】
（キャッシュメモリの利用）
更に、特定画像は、音楽情報等の音声関連情報をＡＴＡカードＣ等から読み出す際に同時
に読み出し、伸長処理が必要であればこれを行い、制御部２に内蔵されるＳＲＡＭ等の内
部メモリ１０に予め保存しておくことが好適である。これにより、画像スイッチ２２等か
らの表示指示に対応して、制御部２と内部メモリ１０との転送速度の速さを利用すること
で、素早く表示部９に特定画像を転送し、表示することが可能になる。
【００３１】
以上述べたように、画像表示の指示専用の画像スイッチ２２を設けることで、ユーザが素
早く簡単にジャケット画像や歌詞カード等の特定の画像を表示させることができる。
【００３２】
＜画像を表示させるスイッチの形態＞
更に、画像スイッチ２２の形態として、上述した以外にも様々な形態によっても、本発明
の同等の作用効果を発揮することができる。例えば、特定画像を表示させるためのスイッ
チは、液晶画面である表示部９上に設けられたパネルスイッチであることが好適であり、
この場合は、ユーザがパネルスイッチに触れたことを制御部２で検出し、直ちに表示部９
に表示することができる。
【００３３】
更に、情報再生装置の出力としての図示しないヘッドフォン等と一体化されたリモコンス
イッチの中にこの画像表示スイッチを設けることも好適であり、音量指定や選局と同様に
、画像表示を指示することができる。その他、多くの形態のスイッチが本発明に適用する
ことができ、同様の趣旨で同様の作用効果を発揮するものである。
【００３４】
以上記載した様々な実施形態により、当業者は本発明を実現することができるが、更にこ
れらの実施形態の様々な変形例を思いつくことが当業者によって容易であり、発明的な能
力をもたなくとも様々な実施形態へと適用することが可能である。従って、本発明は、開
示された原理と新規な特徴に矛盾しない広範な範囲に及ぶものであり、上述した実施形態
に限定されるものではない。
【００３５】
【発明の効果】
以上、本発明に係る情報再生装置においては、音声関連情報が再生されている時は、再生
時間、アーティスト名等の情報を表示部に表示しており、ユーザの画像スイッチの操作に
より、再生中の音楽ソースに関連するジャケット画像や歌詞カード等の画像を瞬時に表示
するものである。これにより、表示が高い頻度で望まれることが予測されるジャケット画
像や歌詞画像を、非常に容易に表示することが可能となる。
【００３６】
又、表示する画像情報に事前に伸長処理を施した上で、制御部のキャッシュメモリ等に蓄
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えておくことにより、画像表示キーが押下されたときに、メモリにあるデータを表示部に
転送することで、素早く表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る情報再生装置の一実施形態の構成を示すブロック図。
【図２】本発明に係る情報再生装置の一実施形態の外観を示す外観図。
【図３】本発明に係る情報再生装置の一実施形態が表示する表示画面の例を示した図。
【図４】本発明に係る情報再生装置の一実施形態における画像表示処理を説明するフロー
チャート。
【符号の説明】
１…入力部、２…制御部、３…Ｄ／Ａコンバータ、４…スピーカー、５…メモリ、６…Ｆ
ＲＯＭ、７…ＰＣカードスロット、８…記憶装置、９…表示部、１０…内部メモリ、２２
…画像スイッチ、２４，２５…ページスイッチ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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